






































































































































































年 代 人 数 パーセンテージ
10歳代 0 人 0 %
20成代 1 8 人 17. 5%
30歳代 4 4 人 42. 7%
40成代 3 1 人 30. 1%
表2 職業
職 業 人 数 パーセンテージ
無職 (専圭主鳩を含む) 6 4 人 62. 1%
内職 4 人 3 . 9 %
常勤職 1 3 人 12. 6%
パートタイマー､非常勤職 1 4 人 13. 6%
自首薫 4 人 3 . 9 %


































































-154- 人間 福 祉 学 科
表3 地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属 (社数回答可)
所 属 団 休 人 数 パーセンテージ
自 治 会 . 町 内 会 4 5 人 43. 7%
P T A 2 9 人 28. 2%
娼 入 金 4 一人 3 . 9 %
生 活 協 同 組 合 5 8 人 56. 3%
趣 味 . ス ポ ー ツ 等 の サ ー ク ル 5 6 人 54. 4%
音 速 等 の 習 い 事 1 6 人 15. 5%
-子ども金 .求-イスカウ ト等の子どものためのサ-クル 3 1 人 30. 1%
宗 教 B) 体 10人 9 . 7 %
政 治 団 体 1 人 1 . 0%
市 民 iF 動 グ ル プ 7 人 6 . 8 %
社 会 奉 仕 団 体 8 人 7 . 8 %
表4-1 精神的自立度の測定






















子供 (女) 78人 75.7%
子供 (男) 73人 70.9%
他の家族 .親族 98人 95.1%
親友 (女) 98人 95.1%
近隣の友 (女) 94人 91.3%
近隣以外の友 (女) 92人 89.3%
親友.(男) 34人 33.0%
近隣の友 く男) 18人 17.5%
近隣以外の友 く男) 41人 39.8%
表5-2 各サボ｢トの人物別の平均値



















































































表6-1 妄言競 ,J& Ji(読 )*詫 言完 諸 雫盲群)間で有意差のみられた項目
項 目 人 物 危 険 率 サポー ト音
一緒に遊びにでかけたりして空しいひとときをすごす 近以外の友 (男)■ P< 0.05 A く B
わたかいの感情や気持ちをわかりあうことができる 軌 友 (輿 ) Pく0.05 A < B
他人には苦いにくい悩み事について臆しあえる 親 友 (男 ) Pく0.05 A < B
いろいろな帰朝を嘗い合う 近以外の友 (女) P<0.05 A く B
困った時はア ド′ヾイスしてもらった.り､相手が困って 軌 友 (男 ) P<0.05 A く B
いる時にはアド′ヾ イスしてあげたりする
わからないことをたずねたり､数えたりする 親 友 (男 ) Pく0.01 A く B
表6-2 精神的自立度の測定で､高うつ得点群 (A群)と低うつ得点群 (B群)間
に有意差がみられた項目
項 目 危 険 率 は い
私の毎日の生塙に張りがある Pく 0.01 A く B
私は､いつもその時点で最善を尽くそうとする Pく 0.05 A く B
私は､自分なりの価値軌を持っている Pく0.05 A く B
私は､失敗をしても自分の力で立ち直れる P<0.05 A < B
滅各項目に rはい｣と回答するほど自立度が高いとみなす
表6-3 年齢の項目において､高うつ得点群 (A群)
. と低うつ得点群 (B群)間に有意差のあるも の






























奥野 ･岩堂 :子育て期 ･ポスト子育て期女性
表7-1 ソーシャルサポー トネットワークの測定で
20歳代 (C群)と40歳代以上 (D群)間で有意差のみられた項目
項 目 人 物 危 険 率 サS-一畳
一緒に遊びにでかけたりして楽しいひとときをすごす 子 ど も (男 ) Pく0.05 C >D
子 ど も (男 ) Pく0.05 C く D
いろいろな情報を言い合う 子 ど も (女 ) Pく0.01 C く D
近隣の友 (男) Pく 0.05 C < D
忙しい時に手伝ってもらったり､相手が忙しい時には 子 ど も (女 ) Pく0.05 C く D
手伝ってあげたりする
近隣 の友 (女) Pく0.01 C >D
表7-2 精神的自立度の測定で､20歳代 (C群)と40歳代以上 (D群)間
で有意差のみられた項目
項 目 危 険 率 は い
私の毎日の生活i=張りがある Pく0.05 C く D
私は､いつもその時点で最善を尽 くそうとする Pく0.05 C く D
※各項目に ｢はいJ と回答すると自立度が高いとみなす
表7-3 高うつ得点群の占有率
高 うつ 得点 軒 の人数 占 有 率
2 0 成 代 (C那) 15人 (全人歎18人) 83.3%
表7-4 地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属の項目で､20歳代 (C群)と
40歳代以上 (D群)間に有意差があるもの
危 険 率 所 属 串
PTA Pく0.05 CくD
趣味 .スポーツなどのサークル Pく0.01 CくD
表7-5 職業の項目で､20歳代 (C群)と40歳代以上 (D群)間に
危 炊 事 所 産 串
無職 (専婁主娼含む) Pく0.01 C >D
常勤職 P<0.05 C く D
(7)
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表8-1 ソーシャルサポートネットワークの測定の項目で､個人的な趣味活動をしている者 (0群)
としていない者 (P群)間に有意差のあるもの
項 目 人 物 危 険 率 サ6-ト壬
おしゃべりなどをして一緒に吏しい時間をすごす 夫 Pく0.05 0>P
軌 友 (男 ) P<0.05 0>P
一緒に遊びにでかけたりして楽しいひとときをすごす 近以外の友 (女) Pく0.05 0>P
囲ったときは7ドバイスしてもらったり､相手が四つ 近以外の友 (女) Pく0.05 0>P
ている時にはアドバイスしてあげたりする
わからないことをたずねたり､救えたりする● 他の家族 .軌族 Pく0.05 0 く P
表8-2 年齢の項目において､個人的な趣味活動をしている書 く0群)と
していない者 (P群)闇に有意差のあるもの













































奥野 ･岩堂 :子育て期 ･ポスト子育て期女性
表9-1 ソーシャルサポートネットワークの測定の項目で､無職者 (Y群)と有職者 (Z群)間
に有意差のあるもの
項 目 人 物 危 険 率 サ6-ト量
おしゃべりなどをして一緒に楽しい時間をすごす 軌 友 (罪 ) Pく0.05 YくZ
一緒に遊びにでかけたりして糞しいひとときをすごす 子 ど も (.女 ) Pく0.05 Y>Z
子 ど も (男 ) Pく0.01 Y>Z
他人には青いにくい悩み事について括し合える 子 ど も (男 ) P<0.01 YくZ
軌 友 (男 ) Pく0.05 YくZ
いろいろな情報を嘗い合う 子 ど も (女 ) Pく0.05.YくZ
級 友 (男 ) P<0.051Y く Z
･近以外の友 (男) lIPく0-01 YくZ
●必要な時には､お金や物の貸し借りができる 子 ど も (女 ) Pく 0.01 YくZ
表9-2 精神的自立度の測定で､無職者 (Y群)と有職者 (Z群)間に有意差
がみられた項目
項 目 危 険 率 は い
私の毎日の生活に張りがある Pく0.01 Y <.Z
※各項目に rはいJと回答するほど自立度が古いとみなす
表9-3 うつ傾向の測定の項目で､無職者 (Y群)と有職者 (Z群) 間 に
有意差のみられるもの
項 目 危 険 率 は い
表9-4 地域社会参加活動や個人的な趣味活動の所属の項目で､無職者 (Y群)と
有職者 (Z群)間に有意差があるもの












































● ● ● ●
Thisresearchwascarriedoutuslng103women,presentlylnVOlvedinchildrearlngandnearlngtheendof
●
thechildrearlngprocess.
Thequestionnaireswereusedtoexaminewhatkindofsocialsupportnetworkstheyhaveortheelements
requiredforasocialsupportnetworktosatisfythem.
Thequestionnairesweredesignedtocenteronsocialsupportnetworksandthedegreesofmentalindependency
anddepressiontendencyindices.
●
TheresultsbroughtthefolowlngSuggestions.
1.Theslgnificancyofbeingwithhusband.
●
2.Theslgnificancyoftheexistenceoffriendswhocanhighlyevaluatethem.
●
3.TheslgnificancyofhavingaSenseOflivingafulfilinglife.
● ●
4.Thewomenintheir20S(withinfants)hadlesssupportthanthoseintheir40S.
(10)
